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No.50644
せや　かねゆきくん（

前山
）
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「
花
」の
あ
る
ま
ち

こ
こ
か
ら
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る

フ
ロ
ー
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
さ
ぁ
始
め
ま
し
ょ
う

かつき　りさちゃん（岡
ノ内
）

たていし　ゆうだいくん
（本
町）

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
か
ご
め
＆
ラ
ム
ち
ゃ
ん
�

やまなか　りんちゃん（本町）

街
頭
犯
罪
抑
止
対
策
事
業
鏡
石

駅
前（
牧
場
の
鐘
）レ
ン
タ
ル
サ
イ

ク
ル
事
業
開
始
式
は
、
小
雪
が
降

り
し
き
る
三
月
七
日（
金
）午
前
九

時
三
十
分
か
ら
木
賊
政
雄
町
防
犯

協
会
長
は
じ
め
事
業
関
係
者
約
三

十
名
が
参
加
し
て
駅
前
西
口
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
自
転
車
盗
難
に

遭
わ
れ
た
時
、
自
転
車
を
無
料
貸

出
す
る
目
的
で
行
わ
れ
、
愛
称
は

「
モ
ー
た
ん
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
」。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
花
の
咲
く
季

節
に
も
ぜ
ひ
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
利
用
時
間

午
後
二
時
か
ら
午

３月に入り空気も乾燥している
折り、連日、不審火による火災が
頻繁に起きています。町民の皆様
がいつも安心して生活できるよう、
３月25日に「連続放火対策本部」
を役場内に設置し、町と町消防団、
須賀川消防署、須賀川警察署が協
力して昼夜町内を巡回し対応にあ
たっております。町民の皆様には
放火されない環境づくりにご協力
をお願いしますとともに、不審者
を見かけたときはすぐ連絡してく
ださい。
�町役場�（62）2111
�消防署�（62）4511
�警察署�（75）2121

後
八
時
ま
で（
当
日
返
却
）

�
貸
出
場
所

鏡
石
駅
前
駐
輪
場

�
利
用
方
法

申
込
書
に
記
入
し

て
貸
出
証
の
交
付
を
受
け
る

�
利
用
台
数

十
台

�
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

�（
62
）２
１
１
１

モ
ー
た
ん

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

この看板がある駐輪場で待ってるよ

レンタルサイクルには
「モーたん」プレート装着

３月７日 
開　始 
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改
革
へ
の
期
待
を
抱
い
て
幕
を

あ
け
た
二
十
一
世
紀
も
、
二
十
世

紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
未
解
決

の
ま
ま
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

失
業
率
も
五
％
台
に
高
止
ま
り

し
た
ま
ま
、
失
業
者
は
三
百
六
十

万
人
を
超
え
戦
後
最
悪
の
水
準
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
内
の
各
企
業
も
新
規
採
用
を

控
え
、
厳
し
い
リ
ス
ト
ラ
の
実
施

な
ど
か
ら
く
る
高
水
準
の
失
業
者

や
金
融
機
関
で
の
貸
し
渋
り
な
ど

に
よ
る
連
鎖
倒
産
も
発
生
し
て
お

り
、
悪
化
が
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
二
年
目
と
な
る
第
四

次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
共
に
生
き
　
共
に
つ
く
る
　
牧

場
の
朝
の
ま
ち
　
鏡
石
」の
実
現

に
向
け
、
「
快
適
空
間
づ
く
り
」

「
元
気
づ
く
り
」「
活
力
づ
く
り
」

「
人
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」の
五

つ
の
柱
を
基
軸
に
、
各
種
事
業
の

推
進
に
向
け
て
前
年
よ
り
六
・

四
％
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
財

政
負
担
を
考
慮
し
、
適
正
な
起
債

枠
を
確
保
し
な
が
ら
、
基
金
の
取

り
崩
し
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改

革
を
推
進
し
な
が
ら
中
期
財
政
計

画
に
合
わ
せ
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
見
直
し
、
ま
た
各
種
事
業
を
厳

選
し
、
第
四
次
総
合
計
画
の
確
実

か
つ
着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く
諸

事
業
に
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
部

第
１
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

は
じ
め
、
駅
東
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
や
上
水
道
第
四
次
拡
張
事

業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
緊
急
地

方
道
整
備
事
業
な
ど
町
の
将
来
を

見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
行
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
昨
年

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

「
牧
場
の
朝
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭

り
」の
支
援
、
人
材
育
成
と
国
際

化
に
向
け
た「
海
外
文
化
学
習
事

業
」や
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
け

る
延
長
保
育
の
子
育
て
支
援
、
や

す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ

く
り
の
た
め
に「
フ
ロ
ー
ラ
の
ま

ち
づ
く
り
」な
ど
の
継
続
事
業
を

は
じ
め
、
新
規
事
業
と
し
て
鏡
石

幼
稚
園
の「
園
庭
緑
化
推
進
事
業
」

や
社
会
体
育
団
体
支
援
事
業
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、

充
実
し
た
介
護
や
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

と
し
て
老
人
福
祉
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、

雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出
を
図
る

緊
急
雇
用
対
策
事
業
は
、
鏡
石
駅

周
辺
の
犯
罪
防
止
及
び
環
境
整
備

を
行
う
た
め
の
人
員
を
採
用
し
、

雇
用
確
保
の
一
助
と
し
て
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
・
広
域
行
政
に
対

し
て
も
町
民
総
意
を
取
り
ま
と
め

る
べ
く
、
将
来
に
悔
い
の
な
い
選

択
が
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
と
協

議
な
ど
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
Ι
Ｔ
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
視
点
に
立

っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
所
用
の
予
算
措
置

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま

が
納
め
る
町
税
が
歳
入
総
額
の
三

十
・
一
％
を
占
め
、
次
い
で
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
二

十
八
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
を
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合

は
四
十
四
・
七
％
に
な
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
法
改
正
と
知
的
障

害
者
事
務
委
譲
に
よ
り「
措
置
制

度
」か
ら
「
支
援
費
制
度
」へ
移
行

さ
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
民
生
費
が
最
も
多
く

十
五
・
九
％
の
六
億
五
千
六
百
七

十
一
万
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
鏡
石
町
各
会
計

の
当
初
予
算
と
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
内
訳
は
、
上
の
表
と
円

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
四
十
一
億
四
千

万
円
で
対
前
年
比
六
・
四
％
減
の

二
億
八
千
三
百
万
円
が
減
額
と
な

り
、
三
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
る

予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
減
額
の
主
な
内
容
は
、
義

務
的
経
費（
人
件
・
物
件
・
維
持

補
修
・
補
助
費
等
）の
節
減
と
投

資
的
経
費（
補
助
・
単
独
事
業
費
）

の
縮
小
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
41
億
４
千
万
円

町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の３つに分類することができます。
一般会計は、町行政運営の根幹をなす会計で、福祉や教育、建設など町の事業
の大部分をまかなっています。
特別会計は、特定の事業について一般会計とは切り離し、独立した経理で行う
予算で、町では、老人保健特別会計や国民健康保険特別会計、公共下水道事業特
別会計など９つの特別会計がこれにあたります。
企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるもので、上水道事業会計が企業会
計となります。

平成15年度鏡石町各会計当初予算

会 計 区 分 平成15年度 平成14年度 増減率

一 般 会 計 4,140,000 4,423,000 △ 6.4%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,186,844 1,048,807 13.2

老 人 保 健 特 別 会 計 1,142,050 1,151,352 △ 0.8%

介 護 保 険 特 別 会 計 411,227 431,037 △ 4.6%

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 58,808 59,500 △ 1.2％

工 業 団 地 事 業 特 別 会 計 33,000 300,000 △89.0％

鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計 72,000 57,500 25.2％

公共下水道事業特別会計 634,000 679,000 △ 6.6％

農業集落排水事業特別会計 67,400 64,500 4.5％

育英資金貸付費特別会計 12,242 13,385 △ 8.5％

小　　　　　計 7,757,571 8,228,081 △ 5.7％

上 水 道 事 業 会 計

収益的 227,603 236,000 △3.6％

資本的 121,481 175,812 △30.9%

計 349,084 411,812 △15.2%

総　　　　　計 8,106,655 8,639,893 △ 6.2%

町の予算のしくみ

人件費 
927,087 
（22.4％） 

補助費等 
593,150 
（14.3％） 

地方交付税 
1,174,000 
（28.4％） 

繰入金 
320,205 
（7.7％） 

その他 
（6.9％） 

国庫支出金 
198,675（4.8％） 

県支出金 
124,142 （3.0％） 

諸収入　　　　　　　117,057 
繰越金　　　　　　　50,000 
分担金及び負担金　　52,940 
使用料及び手数料　　61,415 
財産収入　　　　　　　3,224 
寄付金　　　　　　　　　　1 

町債 
505,100 
（12.2％） 

町税 
 1,251,140 
（30.1％） 

地方譲与税　　　　　　　94,200 
利子割交付金　　　　　　12,400 
地方消費税交付金　　　　106,000 
自動車取得税交付金　　　30,000 
地方特例交付金　　　　　37,000 
交通安全対策特別交付金　　2,500 
特別地方消費税交付金　　　　　1 
 

自
主
財
源
（
44
・
７
％
）

歳　入 
4,140,000歳　出 

4,140,000

人件費 
927,087 
（22.4％） 

 

物件費 
753,815 
（18.2％） 補助費等 

593,150 
（14.3％） 

繰出金 
578,955 
（14.0％） 

公債費 
726,209 
（17.5％） 

扶助費　185,146（4.5％） 

貸付金　　41,500（1.0％） 

積立金　　55,185（1.3％） 

予備費　15,348（0.4％） 

投資及び出資金　5,706（0.1％） 

災害復旧費　4（0.0％） 

維持補修費　7,189（0.2％） 

（6.9％） 投資的経費　250,706（6.1％） 

町
長
の
説
明（
要
旨
）

三
月
鏡
石
町
議
会
定
例
会
は
、
三
月
五
日（
水
）か
ら
十
四
日（
金
）ま
で
の
十
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平

成
十
五
年
度
鏡
石
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
三
十
七
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
の
当
初
予
算
総
額
は
、
八
十
一
億
六
百
六
十
五
万
五
千
円
で
前
年
に
比
べ
六
・
二
％
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
健
全
財
政
を
基
本
に「
う
る
お
い
」と「
や
す
ら
ぎ
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
十
五
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

←

←

（単位：千円）

（△はマイナス）

平成15年度一般会計　当初予算内訳（単位：千円）

な
ど
５
つ
の
柱
を
基
本
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

平
成
15
年
度
予
算
総
額
81
億
６
６
５
万
円

人
づ
く
り

快
適
空
間
づ
く
り

元
気
づ
く
り
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▼
総
務
課

参
事
兼
課
長
　
円
谷
光
行（
総
務

課
参
事
兼
課
長
兼
情
報
政
策
室

長
）
主
幹
兼
課
長
補
佐
　
木
賊
正

男（
総
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
・

情
報
政
策
室
兼
務
）
主
任
主
査
兼

行
政
係
長
・
情
報
政
策
室
兼
務

長
谷
川
静
男（
税
務
課
主
任
主
査

兼
課
税
係
長
）
情
報
政
策
室
長

根
本
博（
総
務
課
行
政
係
長
）
財

政
係
長
・
情
報
政
策
室
兼
務
　
菊

地
勝
弘（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
）

副
主
査
　
根
本
進
一
郎（
総
務
課

副
主
査
・
情
報
政
策
室
兼
務
）
副

主
査
　
河
合
範
幸（
総
務
課
主
事
）

主
事
　
佐
藤
浩
一（
企
画
課
主
事
）

▼
企
画
課

課
長
　
角
田
勝（
建
設
課
課
長
）

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
　
関
根
邦

夫（
企
画
課
課
長
補
佐
）
企
業
誘

致
室
長
兼
広
報
係
長
　
小
貫
秀
明

（
企
画
課
企
業
誘
致
室
長
）
副
主

査
　
須
賀
康
弘（
町
民
課
副
主
査
）

主
事
　
渡
辺
光
徳
（
総
務
課
主

元
気
が
で
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

＝
５
本
の
柱
が
基
本
＝

園児がはだしで芝生の園庭をかけ回る姿ももうすぐです

町
で
は
、「
や
す
ら
ぎ
」と「
う

る
お
い
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
第
四

次
総
合
計
画（
平
成
二
十
三
年
度

ま
で
の
十
年
間
）を
昨
年
策
定
し
、

「
共
に
生
き
　
共
に
つ
く
る
　
牧

場
の
朝
の
ま
ち
鏡
石
」を
二
十
一

世
紀
の
将
来
像
に
掲
げ
て
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
魅
力
あ
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
五
つ

の
柱「
快
適
空
間
づ
く
り
」「
元
気

づ
く
り
」「
活
力
づ
く
り
」「
人
づ

く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
を
基
本

に
次
の
よ
う
な
主
要
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

緊
急
地
方
道
整
備
事
業
と
し
て

は
、
高
久
田
一
貫
線
の
道
路
を
改

修
し
て
機
能
と
利
便
性
を
図
り
、桜

岡
地
内
東
北
自
動
車
道
の
跨
道
橋

の
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
住
環
境

基
盤
を
さ
ら
に
整
備
充
実
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

町
内
一
斉
清
掃
の
実
施
や
ご
み
を

少
な
く
す
る
資
源
物
分
別
収
集
を

行
い
、
新
に
古
紙
類
回
収
も
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
駅
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

�
緊
急
地
方
道
整
備
事
業

快
適
空
間
づ
く
り

都
市
機
能
の
整
備

�
公
共
下
水
道
事
業

�
環
境
美
化
推
進
事
業

�
ご
み
処
理
事
業

（
六
億
四
千
八
百
万
円
）

成
田
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業

の
面
工
事
と
河
川
用
地
買
収
や
南

部
第
１
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

介
護
保
険
事
業
で
は
、
要
介
護

者
等
が
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る

よ
う
、
居
宅
介
護
支
援
や
住
宅
改

修
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
障
害
者
福
祉
事
業
に

つ
い
て
は
、
四
月
よ
り
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
「
措
置
制
度
」
か

ら
「
支
援
費
制
度
」
に
移
行
さ
れ
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も
図

ら
れ
ま
す
。

�
介
護
保
険
事
業

�
健
康
づ
く
り
事
業

�
高
齢
者
福
祉
事
業

�
児
童
福
祉
事
業

�
障
害
者
福
祉
事
業

（
六
億
三
千
六
百
万
円
）

語
学
指
導
助
手
と
外
国
人
教
師
の

招
致
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
情
報
化
教
育
の
推
進
、
園
庭

を
芝
生
に
変
え
て
基
礎
体
力
を
養

い
精
神
的
安
定
を
図
る
園
庭
緑
化

事
業
、
学
校
週
五
日
制
に
対
応
し

た
生
涯
学
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

�
義
務
教
育
振
興
事
業

�
幼
児
教
育
の
充
実

�
生
涯
学
習
の
推
進

（
五
千
四
百
万
円
）

地
域
の
安
全
を
守
り
安
心
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
駅
前
駐
輪
場
の

管
理
は
じ
め
駅
周
辺
の
環
境
美
化

や
防
犯
対
策
の
推
進
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の

活
用
を
図
り
、
町
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

21
世
紀
の
祭
り
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
祭
り
」
の
開
催
そ
し
て
、
町

花
「
あ
や
め
」
の
普
及
と
共
に
花

の
あ
る
ま
ち
、
フ
ロ
ー
ラ
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
地
域
安
全
活
動
事
業

�
行
財
政
改
革
推
進
事
業

�
電
子
自
治
体
化
計
画
推
進
事
業

�
自
治
体
個
性
化
推
進
事
業

（
四
千
四
百
万
円
）

地
域
づ
く
り町

民
総
参
加

専
門
的
知
識
や
技
術
を
持
つ
講

師
を
活
用
し
、
担
任
と
チ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
で
授
業
を
展
開

す
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
支

援
、
中
学
生
の
語
学
力
向
上
と
児

童
園
児
の
国
際
感
覚
を
養
う
た
め

人
づ
く
り

教
育
・
文
化
の
向
上

活
動
、
昨
年
の
台
風
で
被
害
を
受

け
た
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
管
理
棟

東
側
法
面
改
修
工
事
、
果
樹
を
災

害
か
ら
守
る
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
事

業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
農
業
振
興
事
業

�
ほ
場
整
備
推
進
事
業

�
企
業
誘
致
推
進
事
業

�
商
工
観
光
推
進
事
業

�
雇
用
対
策
事
業

（
一
億
三
千
四
百
万
円
）

事
・
情
報
政
策
室
兼
務
）

▼
税
務
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
　
関
根
学（
税

務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
収
納
係

長
）
主
任
主
査
兼
課
税
係
長
　
相

楽
信
子（
企
画
課
主
任
主
査
兼
広

報
係
長
）

主
任
主
査
兼
収
納
係

長
　
矢
部
雅
春（
生
涯
学
習
課
主

任
主
査
兼
社
会
体
育
係
長
）

▼
町
民
課

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
　
車

田
光
男（
教
育
課
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）
副
主
査
　
影
山
義
記

（
産
業
課
副
主
査
）

▼
保
健
福
祉
課

福
祉
係
長
　
橋
本
喜
宏（
総
務
課

財
政
係
長
・
情
報
政
策
室
兼
務
）

主
事
　
舘
川
佳
典（
税
務
課
主
事
）

主
事
　
小
林
洋
一（
都
市
整
備
課

主
事
）

▼
産
業
課

副
主
査
　
面
川
輝
夫（
保
健
福
祉

課
主
事
）

▼
都
市
建
設
課

課
長
　
木
村
勝
美（
都
市
整
備
課

課
長
）
主
幹
兼
課
長
補
佐
　
円
谷

信
行（
都
市
整
備
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
区
画
整
理
係
長
）

主
任

主
査
兼
管
理
係
長
　
長
沼
一（
都

市
整
備
課
主
任
主
査
兼
計
画
係

長
）
主
任
主
査
兼
事
業
係
長
　
角

田
信
洋（
企
画
課
主
任
主
査
兼
企

画
係
長
）
計
画
係
長
　
倉
田
知
典

（
建
設
課
事
業
係
長
）主
査
　
吉
田

容
樹（
上
下
水
道
課
主
査
）
副
技

査
　
小
貫
淳
一（
人
事
交
流
岩
瀬

村
派
遣
）
副
主
査
　
関
根
達
也

（
都
市
整
備
課
副
主
査
）
主
事

吉
田
め
ぐ
み（
保
健
福
祉
課
主
事
）

技
師
　
保
田
広
隆（
建
設
課
技
師
）

主
事
　
藤
野
一（
建
設
課
主
事
）

▼
上
下
水
道
課

副
主
査
　
吉
田
光
則（
都
市
整
備

課
副
主
査
）

▼
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
　
面
川
芳
子（
町
民

課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

小
貫
忠
男（
建
設
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
）
主
事
　
村
岡

廣
隆（
生
涯
学
習
課
主
事
）

▼
生
涯
学
習
課

主
任
主
査
兼
社
会
体
育
係
長
　
黒

田
信
子（
農
業
委
員
会
主
任
主
査

兼
農
地
係
長
）
主
査
　
小
山
富
美

夫（
人
事
交
流
天
栄
村
か
ら
派
遣
）

副
主
査
　
真
壁
光
司（
生
涯
学
習

課
主
事
）

▼
鏡
石
幼
稚
園

主
任
教
諭
　
矢
吹
美
紀
子（
人
事

交
流
長
沼
町
派
遣
）

▼
第
二
小
学
校

主
任
給
食
員
　
遠
藤
喜
久
子（
鏡

石
中
学
校
副
主
任
給
食
員
）
主
任

給
食
員
　
小
貫
郁
子（
第
二
小
学

校
副
主
任
給
食
員
）

▼
鏡
石
中
学
校

主
任
給
食
員
　
本
田
憲
一
郎（
第

二
小
学
校
副
主
任
給
食
員
）

副
主
任
給
食
員
　
藤
島
礼
子（
鏡

石
中
学
校
給
食
員
）

【
総
務
課
付
副
主
査
】
人
事
交
流

天
栄
村
　
根
本
大
志（
教
育
課
副

主
査
）

橋
本
捷
義（
総
務
課
参
事
　
鏡
石

町
商
工
会
派
遣
）

柳
沼
信
夫（
企

画
課
参
事
兼
課
長
）

面
川
フ
ク

子（
総
務
課
参
事
　
鏡
石
町
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
）

小
椋
正
江

（
鏡
石
幼
稚
園
教
諭
）

３月の町議会において、平成15年度当初予算以外で議決された一部をお
知らせします。
�行財政改革推進により４月１日から「都市整備課」と「建設課」が統合されて
「都市建設課」が新設されます。
�農村婦人の家の農産加工室利用は、１日あたり1,050円に改正されます。
�鏡石勤労者体育センタ－の名称が、「鏡石町営鳥見山体育館」と変わります。

元
気
づ
く
り

保
健
福
祉
の
充
実

活
力
づ
く
り

産
業
の
振
興
・
地
域
整
備

�
派
　
遣

�
退
　
職（

三
月
三
十
一
日
付
）

�
異
動
・
昇
格

町
職
員
の
人
事

（
四
月
一
日
付
）

敬
称
略

（

）は
旧
所
属

管理棟

施　設

研修室

及び

会議室

１室 １時間 210円 午前９時から午後５時まで

１室 １　泊 2,100円 午後５時から午前９時まで
１人 一　般 1,050円 １泊あたり
１人 高校生以下 520円 １泊あたり
１人 一　回 100円 ５分間当たり

キャンプ場

及び備品

テント

サイト

１区画 日帰り 310円 テント持ち込み
１区画 日帰り 630円 テント貸し出し
１区画 １　泊 520円 テント持ち込み
１区画 １　泊 1,050円 テント貸し出し

炊飯棟施設

及び備品

１式 日帰り 1,050円
器具類の持参の有無は問わない

１式 １泊 1,050円

備品貸出 １個あたり 日帰り 310円 追加貸出品１点につき（鉄板・網・鍋等の備品）
そり場施設 そり １　台 １時間 100円 人工芝そり場貸出用

シャワー

その他の議決

明るく元気な町をみんなでつくりましょう（YOSAKOI祭りより）

鏡石町ふれあいの森公園使用料

◆

◆

（平成15年４月１日適用）
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４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
ま
す

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
四
月
十
三
日

（
日
）に
、
ま
た
同
じ
く
任
期
満
了

に
伴
う
鏡
石
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
四
月
二
十
七
日（
日
）に
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
福
島
県
と
鏡
石
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
が
選
ば

れ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し

な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
と
も
に
該
当
す

る
各
投
票
区
に
お
い
て
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
方

�
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
四
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十
五

年
一
月
三
日
ま
で
に
転
入
の
届
け

出
を
し
、
引
き
続
き
鏡
石
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
。

�
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
八
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十

五
年
一
月
二
十
一
日
ま
で
に
転
入

の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
鏡
石

町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

不
在
者
投
票
は
午
後
八
時
ま
で

次
の
よ
う
な
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

�
仕
事
の
都
合
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
予
定
の
あ
る
方
。

�
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い

な
い
方
。

�
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
な
ど
の
理

由
で
歩
け
な
い
方
。
入
院
し
て
い

る
場
合
は
、
病
院
で
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
病
院
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

�
期
　
間

☆
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

四
月
四
日（
金
）か
ら
四
月
十
二

日（
土
）ま
で
　

☆
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

四
月
二
十
二
日（
火
）か
ら
四
月

二
十
六
日（
金
）ま
で

�
時
　
間

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
八
時
ま
で

�
場
　
所

町
役
場
一
階
第
二
会

議
室身

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
前

も
っ
て
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

鏡
石
町
選
挙

管
理
委
員
会（
町
役
場
総
務
課
内
）

�（
62
）２
１
１
１

子
宮
け
い
が
ん
検
診
・
乳
が
ん

検
診
を
同
時
に
行
う
女
性
検
診
と

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
行
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
診（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）

と
視
触
診
に
よ
る
検
診
で
、
申
込

受
付
は
百
名
ま
で
と
な
り
ま
す
。

今
年
か
ら
子
宮
け
い
が
ん
と
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
は
通
知
の
な
い
方

の
み
申
込
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
日
　
時

五
月
十
五
日（
木
）

受
付
時
間：

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
時
と
午
後

一
時
〜
一
時
三
十
分

五
月
十
六
日（
金
）

受
付
時
間：

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分

�
場
　
所

鏡
石
町
公
民
館

�
対
象
者

�
子
宮
け
い
が
ん
検
診

二
十
五
歳
以
上
の
女
性

�
乳
が
ん
検
診

五
十
歳
以
上
の
女
性（
二
年
に

一
回
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

昨
年
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
受

け
た
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

※
五
十
歳
未
満
の
方
は
施
設
検
診

等
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

�
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

二
十
五
歳
以
上
の
女
性
と
四
十

歳
以
上
の
男
性

�
検
診
料

�
子
宮
け
い
が
ん
検
診

六
百
円

�
乳
が
ん
検
診

千
円

�
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

四
百
円

�
申
込
期
限

五
月
九
日（
金
）

�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
保

健
福
祉
課
　
�（
62
）２
１
１
５

麻
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す

予
防
接
種
は
お
早
め
に

近
年
全
国
各
地
で
麻
し
ん
の
流

行
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
瀬
管
内
で
も
乳
幼
児
か
ら
児

童
生
徒
の
麻
し
ん
発
症
の
増
加
が

見
ら
れ
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
な

ど
で
予
防
接
種
の
有
無
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
予
防
接
種
対
象
年
齢
は

満
一
歳
か
ら
七
歳
六
ヶ
月
未
満
で

す
。
満
一
歳
に
な
っ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
年
齢
以
外
の
接
種

に
つ
い
て
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉

課
　
�（
62
）２
１
１
５

町
保
健
委
員
会
で
は
、「
美
し

い
町
づ
く
り
推
進
」の
一
環
と
し

て「
あ
ら
ま
隊
」を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
拾
お
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
組
織

を
問
わ
ず
、「
三
つ
の
誓
い
」を
た

て
る
だ
け
で
誰
で
も「
あ
ら
ま
隊

員
」と
し
て
活
動
で
き
ま
す
か
ら

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
「
あ
ら
ま
隊
」
と
は
、
杜
の
都

「
仙
台
市
」で
生
ま
れ
た
ア
レ
マ
隊

と
目
的
が
同
じ
も
の
で
す
。

�
応
募
方
法

あ
ら
ま
隊
本
部

（
保
健
福
祉
課
内
）の
参
加
申
込
書

に
よ
り
申
し
込
む

�
活
動
と
参
加
内
容

個
人
や
団

体
で
実
施
す
る
清
掃
活
動
を
自
分

の
都
合
の
よ
い
と
き
に
実
施
し
て

調
査
結
果
を
本
部
に
提
出

�
問
い
合
わ
せ
先

あ
ら
ま
隊
本

部（
保
健
福
祉
課
内
）

�（
62
）２
１
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）６
０
１
９

暖かくなり、犬の放し飼
いやフンの放置等の苦情が
多く寄せられています。
「他人の迷惑」になっていま
すので、飼い主としての責
任を守ってください。また、
マナーを守らない飼い主の
方を見かけましたら町保健
福祉課までご連絡くださ
い。
�連絡先　町保健福祉課
�（62）2115

犬
の
フ
ン
の
放
置

は
迷
惑
で
す

「あらま隊３つの誓い」

１　わたしたちは、ポイ捨
てやごみを見たら「あら
ま！」と驚きます。
２　わたしたちは、家族や
友人、恋人に決して「ポイ
捨て」させません。
３　わたしたちは、「あらま
隊」の名誉にかけて、ごみ
の散乱のない美しい町づ
くりを進めることを誓い
ます。

大切な一票を忘れないで投票しましょう

郵
便
投
票
は
申
請
が
必
要

４
月
27
日

４
月
13
日

子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

不法投棄は５年以下の懲役または１
千万円以下の罰金に処せられます

マイタウンニュース

５
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

稲
田
さ
ん
、今
泉
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ

家
族
経
営
協
定
書
締
結
の
調
印

式
が
、三
月
十
八
日（
火
）午
後
一

時
三
十
分
か
ら
役
場
第
二
会
議
室

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
賊
町
長
が「
魅
力
あ
る
農
業

経
営
を
確
立
し
て
い
た
だ
き
、先

導
的
な
地
域
農
業
経
営
の
お
手
本

と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
の
後
、稲
田
幸
吉
さ
ん
・
マ

チ
子
さ
夫
妻
＝
蒲
之
沢
町
、今
泉

均
さ
ん
・
良
美
さ
ん
夫
妻
＝
鏡
田

か
げ
沼
町
の
二
家
族
が
、木
賊
町

長
、今
泉
町
農
業
委
員
会
会
長
、正

木
須
賀
川
農
業
普
及
所
長
立
ち
会

い
の
も
と
協
定
書
に
な
つ
印
し
ま

し
た
。

協
定
は
、家
族
が
共
同
経
営
者

と
し
て
共
通
の
目
的
を
明
確
に
し

労
働
時
間
や
休
日
、賃
金
な
ど
を

決
め
、経
営
の
向
上
が
目
的
で
す
。

稲
田
さ
ん
と
今
泉
さ
ん
は
、水
稲
、

り
ん
ご
、イ
チ
ゴ
な
ど
を
栽
培
し

て
お
り
、締
結
後
稲
田
さ
ん
は「
期

待
さ
れ
る
農
業
経
営
を
し
て
い
き

た
い
」、今
泉
さ
ん
は「
今
後
も
責

任
と
自
覚
を
持
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

家族経営協定書になつ印する今泉さん夫妻
地域イントラネット運用開始を祝いました。左か
ら小貫区長協議会長、木賊町長、小貫町議会議長

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

町
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

鏡
石
町
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
事
業
運
用
開
始
式
は
、三

月
二
十
五
日（
火
）午
前
九
時
か
ら

役
場
内
サ
ー
バ
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式

で
は
、「
役
場
を
情
報
セ
ン
タ

ー
と
位
置
づ
け
、町
公
共
施
設
を
光

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
よ
り
結
び
役
場

に
出
向
く
こ
と
な
く
、近
く
の
公

共
施
設
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
様
々
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

町
内
の
小
中
学
校
の
教
室
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
、
授
業
に
活
用
で
き
る

よ
う
整
備
い
た
し
た
と
こ
ろ
で

す
」と
木
賊
町
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、小
貫
町
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い

の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。木
賊
町

長
、小
貫
町
議
会
議
長
、小
貫
辨
明

区
長
協
議
会
長
が
テ
ー
プ
を
カ
ッ

ト
し
て
運
用
開
始
を
祝
い
、情
報
が

発
信
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、行
政
情
報

提
供
、災
害
情
報
の
提
供
、保
健
福

祉
の
支
援
、学
校
教
育
支
援
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
ま
す
。
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青
年
海
外
協
力
隊
員
と
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
会

募
　
　
集

INFORMATION

お 知 ら せ

図
　
書
　
館

４月６日（日）、４月21日（月） 午後１時30分から午後３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催人権相談日程

「
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。

健
康
福
祉
祭
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
」が
、
五
月
十
六
日
い
わ
き
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

次
に
よ
り
各
競
技
種
目
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

�
競
技
種
目

卓
球
、
剣
道
、
囲

碁
、
将
棋
な
ど
二
十
二
種
目
　
　

�
参
加
資
格

県
内
在
住
の
六
十

歳
以
上
の
方（
平
成
十
六
年
三
月

三
十
一
日
末
現
在
）

�
申
込
期
限

四
月
十
五
日（
火
）

�
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
�
０

２
４（
５
２
３
）２
１
３
１

健
康
福
祉
祭
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
へ
の
参
加
者

☆ ★

「きれいな星空に驚き、夜の静けさに戸惑
ったこともありましたが、ここに住んで36年
になります」と話す矢吹さん。
現在、左官業を営んでいる矢吹さんは、３

人のお兄さんが左官職人として働いていたの
で、この職には一番なりたくなかったそうで
すが「就職先が決まらず、兄の知人で左官業
を経営していた所に就職してしまったことが
きっかけでしたね」とのこと。左官業として
独立した当時は、セメントが凍る寒い時季は
仕事にならないので３月頃まで出稼ぎをして
いたそうです。20年ほど前からは冬でも仕事
ができるようになり、３年程前には環境や体
にもよい素材の土壁やタイルができてきたの
で「土壁造りの住みよい家が多くなってほし
いことが夢ですね」と。
盆栽が好きで、時間があると若いころから

集めた木を眺めては手をかけ楽しんでいるそ
うです。
まちづくりについて尋ねたところ「降雪や

事故があると渋滞するので道路網の整備と住
みやすい環境づくりですね」と話されていま
した。

◇　◇　◇　◇　◇　◇

矢吹さんの紹介で次回は、久来石南の遠藤

賢次さんを紹介する予定です。

鏡　沼

矢 吹 義 光さん

………○198

町民
リレー

ち
ま
っ
た
な
ー
」と
い
い
な
が
ら

も
子
供
よ
り
真
剣
に
な
っ
て
や
っ

て
い
る
姿
や
我
が
孫
の
よ
う
に
膝

の
上
に
抱
く
な
ど
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
昔
の
遊
び
体
験
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
園
児
達
か

ら
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
自
分
達

で
何
個
も
何
個
も
作
っ
た
ウ
サ
ギ

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！
」と
一
人
ひ
と

り
の
首
に
か
け
て
あ
げ
る
と
、
中

に
は
感
激
し
涙
ぐ
む
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
会
か
ら
は
お
菓

子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
園
児
達

も
突
然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び

で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
年
代
を
超
え
た

交
流
を
と
お
し
て
な
か
よ
く
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
域

の
中
の
幼
稚
園
と
し
て
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
助
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
、
も
っ
と
も
っ
と
な
か

よ
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

老
人
会
の
皆
さ
ん
は
秋
田
大
黒
舞

踊
り
や
北
海
盆
唄
踊
り
と
衣
装
も

手
作
り
で
、
珍
し
い
踊
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
琴

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
昔
懐
か
し

い
童
謡
を
園
児
が
歌
い
、
息
の
合

っ
た
大
正
琴
の
音
色
に
会
場
も
シ

ー
ン
と
静
ま
り
か
え
り
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
発
表
を
し
た
後
は

恒
例
に
な
っ
て
い
る
昔
懐
か
し
い

遊
び
の
こ
ま
回
し
、
お
は
じ
き
、

お
手
玉
、
竹
馬
、
あ
や
と
り
等
や

さ
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
中
に

は「
昔
は
よ
く
や
っ
た
の
に
忘
れ

れ
あ
い
会
」で
は
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
老
人
会
、

大
正
琴
の
皆
さ
ん
と
共
に
来
年
度

入
園
を
予
定
さ
れ
て
い
る
お
友
達

や
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
、
お
互
い

の
持
ち
味
を
生
か
し
た
演
技
を
披

露
し
た
り
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を

伝
承
し
て
も
ら
っ
た
り
と
参
加
者

全
員
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

特
に
園
児
が
心
を
込
め
て
書
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
激
し
て
く
れ

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
園
児
達
の
発

表
で
は
年
少
組
の
か
わ
い
ら
し
い

表
情
に
ほ
ほ
え
ん
で
み
た
り
、
年

長
組
の
力
強
い
太
鼓
の
演
奏
と
息

の
合
っ
た
よ
さ
こ
い
踊
り
に
大
き

成
田
幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
様
々
な
行

事
を
年
間
と
お
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
二
月
七
日

（
金
）に
行
わ
れ
た「
な
か
よ
し
ふ

※
わ
た
し
た
ち
の
学
校
シ
リ

ー
ズ
の
掲
載
記
事
は
、
成
田

幼
稚
園
か
ら
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
四
月
十
日
か
ら
五

月
二
十
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

次
に
よ
り
募
集
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
青
年
海
外
協
力
隊
員

日
　
時

五
月
十
四
日（
水
）午

後
六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分

場
　
所

郡
山
市
民
プ
ラ
ザ

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
　
時

四
月
十
一
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十

分

場
　
所

郡
山
市
民
プ
ラ
ザ

�
問
い
合
わ
せ
先

国
際
協
力
事
業
団
二
本
松
青
年

海
外
協
力
隊
訓
練
所

�
０
２
４
３（
24
）３
２
１
２

は
、
県
民
環
境
室
青
少
年
グ
ル
ー

プ
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
０
２
４（
５
２
１
）７
１
８
７

�
今
年
の
不
明
本
は
二
百
一
冊

二
月
十
八
日
か
ら
六
日
間
、
図

書
館
の
蔵
書
点
検
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

館
内
の
蔵
書
を
点
検
し
ま
し
た

と
こ
ろ
一
般
書
百
七
十
五
冊
、
児

おはよう歩こう会（影山富祥会長）では、今年も下記により「歩こう会」を行います。
肥満をふせぎ健康を維持するためには毎日歩くことが必要です。歩く習慣をつくる

ため参加してみませんか。
参加を希望する方は、開催当日の朝６時まで町役場前に集合してください。
今年度から会員の登録制になりましたので申込を随時受付します。

�問い合わせ先 おはよう歩こう会（影山富祥会長） �（62）3374

�

今
回
の
わ
た
し
た
ち
の
が
っ
こ

う
シ
リ
ー
ズ
は
、
地
域
の
人
達
と

ふ
れ
あ
う
行
事
を
取
り
入
れ
て
園

児
達
に
昔
の
遊
び
や
盆
踊
り
太
鼓

の
伝
承
を
行
っ
て
い
る
成
田
幼
稚

園
を
紹
介
し
ま
す
。

おはよう歩こう会に参加しませんか

おばあさんたちの大正琴の演奏に合わせてうたったよ

こ
ど
も
映
画
会

�
日
　
時

四
月
十
二
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
　
　

�
上
映
作
品

『
ス
ワ
ン
・
プ
リ

ン
セ
ス
３
禁
断
の
書
』

読
み
聞
か
せ
会

�
日
　
時

四
月
十
九
日（
土
）

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

�
対
　
象

幼
児
か
ら
大
人

�
内
　
容

絵
本「
ふ
く
ろ
う
と

き
つ
つ
き
」ほ
か

み
ん
な
の
造
形
教
室

�
日
　
時

四
月
二
十
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
　

�
講
　
師

絵
本
作
家
・
造
形
作

家
　
菊
地
清
先
生
　
　

�
対
　
象

小
学
校
低
学
年
か
ら

大
人

�
内
　
容

「
く
ま
さ
ん
の
花
か

ご
」

四
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

テ
ー
マ
は「
収
納
・
整
理
」

新
し
い
生
活
を
始
め
た
人
も
、

変
わ
ら
な
い
人
も
収
納
や
整
理
を

一
工
夫
し
て
す
っ
き
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

園
児
達
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
激

四
月
一
日
よ
り
う
つ
く
し
ま

県
民
の
翼
の
参
加
者

「
う
つ
く
し
ま
県
民
の
翼
」事
業

は
、
国
際
協
力
活
動
コ
ー
ス
な
ど

七
つ
の
コ
ー
ス
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

各
コ
ー
ス
の
募
集
は
四
月
一
日

か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く

童
書
二
十
六
冊
が
未
だ
に
図
書
館

に
戻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

返
却
を
忘
れ
て
い
る
本
が
ま
だ

お
手
元
に
あ
る
と
き
は
図
書
館
へ

戻
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

月　日 目的地 歩行km数
４．20（日） 鏡石神社、岩瀬牧場 ４
５．11（日） 鏡沼、牛乳山 ７
５．24（土） あらま、ウォーキング ４
６．８（日） 小栗山観音、ふれあいの森 ７
６．22（日） 八幡神社（鏡田） ４
７．５（土） 第17回ファミリーふれあいウォーキング ３
７．13（日） あづま運動公園、土湯温泉 ５
８．17（日） 熊野神社、平太仏 ５
９．７（日） グリーンロード、踊坊の碑 ４
10．19（日） 半田山公園（桑折町） ５
10．５（日） 県民歩け歩け健康ウォーク（郡山市熱海）

地
域
の
老
人
が
昔
の
あ
そ
び
を

幼
稚
園
児
た
ち
に
伝
承



４月から１年生
になるみなさんに、
１年生になったら
何（どんなこと）を
やりたいか聞いて
みました。

5月

すがはらひさとくん

ロボット作りたい

たどころかすみちやん
なわとびたくさん
とびたい

きくちたかひろくん

お勉強したい

慶弔 ２月受付分

　地区　　赤ちゃん　　お父さん　　お母さん 

久来石　八 代 　 武　　晃　　はつ美 

鏡石２　吉 成 太 一　貴　志　美香子 

鏡石４　伊 藤 啓 貴　隆　夫　美由紀 

鏡　田　長尾　太朗　徳　宏　亜　紀 

旭　町　駒木根絢斗　　勉　　美　紀 

さかい　吉 田 有 成　正　雄　礼　子 

　 

　 

　地区　　花むこさん　　花よめさん 

笠　石　小 林 宏 次　智　美（久野） 

旭　町　佐久間　　剛　　恵　（加藤） 

さかい　深 谷 周 市　幸　恵（郡司） 

 

 

　地区　　　　　氏　　名　　　　年齢　 

笠　石　　 小　貫　八　郎　　　89　 

　〃　　　 森　藤　静　枝　　　88 

　〃　　　 先　�　正　�　　　87 

鏡石３　　 石　井　ス　イ　　 76　 

鏡　田　　 牧　野　タ　ケ　　　85 

高久田　　 荒　牧　イ　ワ　　　84

たけし 

いち た 

はる き 

ろう た りん 

あや と 

な ゆ 

 

�狂犬病予防注射
各地区集会所
～25日まで

火災・救急事故 今月の納税 人口と世帯数 交 通 事 故  

広報かがみいし　2003年4月

11 10

（15. 2. 28現在）

件　数 14件 （11）

死　者 ０人 （１）

傷　者 17人 （13）

（ ）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　159日～

（15. ２. 28現在）

火　災　　４件　（４）

救　急　　70件　（74）

（ ）は昨年同期の件数

～ 消す心　置いて下さい　心のそばに ～

（全国統一防火標語）

軽 自 動 車 税 15年分
上下水道使用料　2・3月分

納期限　平成15年４月30日（水）
◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（15. ３. 1現在）

6,239人（＋９）

6,439人（－10）

12,678人（－１）

3,795世帯（＋８）

（ ）は前月との比較

発行/鏡石町　〒969-0492 福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345 �（0248）62－2111

日

広報かがみいし　平成15年４月

月 火 水 木 金 土

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ

�鏡石町体育協会
総会
19：00
公民館

�保育所入所式
9：30

�町内一斉清掃日
6：00
�町民・人権相談
13：30～15：30
勤青ホ
�春の全国交通安
全運動
4／15まで

�小・中学校入学式
10：00
�児童館入館式
15：00

�ポリオ生ワクチ
ン予防接種（受
付）1 3：1 5～
14：00 鏡保セ
�鏡石幼稚園入園
式 10：00
�成田幼稚園入園
式 10：00

�健康栄養相談　
10：00～11：30
勤青ホ

�鏡石町スポ－ツ
少年団結団式及
び総会
17：00
公民館

�１・２歳児健康
相談（受付）
9：30～10：00
鏡保セ

�子ども映画会
13：30
図書館

�3歳児健康診査
（受付）
13：15～14：00
鏡保セ

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ
�３～４か月児健
康診査（受付）
13：30～14：00
公立岩瀬病院

�読み聞かせ会
10：30
図書館

�おはよう歩こう会
6：00 役場出発
岩瀬牧場
�みんなの造形教室
13：30
図書館

�町民・人権相談
13：30～15：30
勤青ホ

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ

�自然共生セミ
ナ－
9：00
郡山市湖南方面

�健康栄養相談
10：00～11：30
勤青ホ

5432

1211109876

1916 17151413

24 25 262321 2220

卯月の情報カレンダー

※ 勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター

4 月

みどりの日

�燃えるごみ特別
収集日（通常ど
おり収集します）

2927 30
1

�1・2歳児健康
相談
9：30～10：00
鏡保セ

2
�憲法記念日

3

町
で
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
犬
の
飼
い
主
の
方
は

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種

４月６日（日）、４月21日（月）、午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

４月７日（月）～４月31日までの７日間 新入学（園）児童・園児の交通事故防止運動
スローガン「ルールだよ　とびださないこと　とまること」

４月１日から町のホームページとＥメールアドレスが変わります。
Eメール kagamiishi@town.kagamiishi.fukusima.jp ホームページ http://www.town.kagamiishi.fukusima.jp/

◎よさこい踊り練習日 毎週金曜日19時～　　◎鏡石町営鳥見山体育館
町民課、税務課では、毎週金曜日午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。ご利用ください。役場窓口業務延長

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
年
一
回

受
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
当
日
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
最
寄
り
の
獣
医
師
等
で
狂
犬

病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
飼
い
犬
が
死
亡
ま
た
は

犬
を
飼
わ
な
く
な
っ
た
方
は
保
健

古紙100％再生紙

に
郵
便
物
を
転
送
い
た
し
ま
す
。

転
居
に
伴
い
、
郵
便
貯
金
及
び

簡
易
保
険
に
関
し
て
の
住
所
変
更

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

新
住
所
地
に
は
入
居
者
名
が
確
認

で
き
る
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
料
　
金
　

�
登
録
料
（
新
規
の
犬
の
み
・
生

涯
一
回
）

三
千
円

�
予
防
注
射
料
　
　
　
三
千
百
円

�
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）

�（
62
）２
１
１
５

四
月
は
就
職
や
卒
業
、
転
勤
な

ど
で
住
所
の
異
動
が
多
く
な
る
時

季
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
住
所
変
更
の
際

備
え
付
け
の
届
出
用
紙
に
新
住
所

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名

捺
印
の
上
、
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る

か
郵
便
局
の
窓
口
に
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
一
年
間
新
し
い
住
所
地

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

おかべまきちやん
漢字の勉強やっ
てみたい

よしだたけるくん
算数の勉強がん
ばりたい

つがねかほちやん
ピアノをやりたい

てらしまあやかちやん
ピアニカやバイ
オリンなど楽器
をやってみたい

のざきしおりちやん
勉強で100点と
りたい

町では、福島民報新聞の記事と一緒に町内の情
報を「鏡石町ｆメ－ル」としてEメ－ルで毎週木曜
日に配信しています。どなたでもサ－ビスを無料
で受けられますので、ぜひ登録してご覧ください。
�購読申込 「福島県のｆメ－ル」ホ－ムペ－ジ
にアクセスして鏡石町のペ－ジを開き「ｆメ－ル
登録申込」から申込んでください。
http://www.fukushima-minpo.co.jp/fml/
�問い合わせ先 福島民報社メディア企画部
024（531）4167

「ふるさとメール」を読んでね

実施月日 実　施　月　日 時　間

４月24日

（木）

４月25日

（金）

久来石転作センター

笠石防災センター

豊郷構造改善センター

成田保健センター

成 田 北 原 集 会 所

桜 町 集 会 所

南高久田多目的集会所

鏡田転作センター

高久田多目的集会所

深内多目的集会所

大 池 集 会 所

仁井田多目的集会所

不時沼（タコ）遊園地

さ か い 集 会 所

鏡石町保健センター

午前 8：50～ 9：20

午前 9：30～10：00

午前10：50～11：10

午前11：20～11：50

午後 1：00～ 1：20

午後 1：30～ 1：50

午後 2：00～ 2：20

午後 2：30～ 3：00

午後 3：10～ 3：30

午後 3：40～ 4：00

午後 4：10～ 4：30

午後 4：40～ 5：00

午前 9：00～ 9：50

午前10：00～10：20

午前10：30～11：00

犬の登録と狂犬病予防接種日程表

くさのりょうたくん

100点とりたい

せきね　だいちくん
ドッジボ－ルやサ
ッカ－をやりたい

みうらこずえちやん
100点とれるよう
にがんばりたい

きくちしゅんたくん

じっけんやりたい

さがらきょうかちやん
勉強で100点とり
たい

さいかつあやのちやん
100点満点とってお母
さんたちに見せたい

えがわともやくん

わり算やってみたい

すずき　めいちやん

なわとびやりたい

1

やべ　だいちくん

勉強やりたい

18

25

28

旭 町 公 民 館 午前10：00～10：40
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